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〜広報委員会座談会〜

大会記録●県内大会　１種 ・２種・３種・４種

大会記録●県内大会　４種・女子　

大会記録●県外大会　４種・少女・フットサル　インフォメーション・編集後記

２０１５年度第３回（公財）埼玉県サッカー協会理事会開催・２０１６ SFA Ａ級 /Ｂ級コーチ 受講予定者一覧

“多様性”を目指しての優勝 〜レジスタ FC、全少初優勝！

　　　　　　　　　　 〃

「知りたい情報を的確に伝えることで『繋がる』ことができる」〜広報委員会座談会〜

２０１５年度 第３回（公財）埼玉県サッカー協会理事会開催
　１月３０日に、理事会が開催され、次年度の事業計画及び収支
予算、各種規定の制定及び改正、専門・種別委員長及びミッシ
ョン特別委員の選任について承認されました。以下、主要事項
について。
●事業計画について
　関東中学校サッカー大会（８年に一度の持ち回り）が開催され
ます。これまで２００２年ワールドカップの記念事業として開催し
ていた「埼玉国際ジュニアサッカー大会」に変わり、３月に２０２０
年東京オリンピックに向けた「国際親善サッカー大会」（仮称：Ｕ−
１６男子、Ｕ−１７女子対象）の開催が決まりました。
　JFA が開催しているSMC（スポーツマネジャーズカレッジ）サ
テライト講座が今年度は開催予定です（隔年開催）。また、JFA
リスペクト・フェアプレー委員会から通達のあったウェルフェア
オフィサー設置に向けた講習会も開催予定です。
●収支予算について
　例年並みの３億２９３６万２０３１円を予定しています（別途、ウェ
ブサイトに掲載予定）
●細則変更
第２章第３条（理事候補者の選出基準）
評議員会が選任する理事及び監事は、前項第１項（１）（２）（３）
に該当する者でなければならない。
※ （１） 公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律 

 第６条１号の規定に該当しない者
 （２） 埼玉県内の公益活動に従事し、その功績が顕著な者
 （３） サッカーに関する理解が顕著な者
●特定個人情報取扱規定及び特定資産取扱規定の制定
●専門・種別委員長及びミッション特別委員の選任
　フェアプレー・規律委員長 柴崎　康之
　財務委員長 小高　達朗
　技術委員長 福田　直史
　審判委員長 岡田　　泉
　広報委員長 荒川　裕治
　施設委員長 二瓶　省三
　医事委員長 関　　　純
　科学委員長 西川　誠太
　総務委員長 松本　利春
　１種委員長 植松　孝博（新任）
　２種委員長 田中龍太郎（新任）
　３種委員長 柏　　悦郎
　４種委員長 東島　雅之
　女子委員長 矢嶋　理子
　シニア委員長 秋谷　　仁（新任）
　フットサル委員長 高橋　昭夫
以上、専門委員長が合わせてミッション特別委員として選出され
ました。
　また、審判委員会内に総務部会・指導者部会・強化部会・育
成部会・登録普及部会・フットサルビーチサッカー部会・競技部
会の設置も承認されました。

昨年の国体関東ブロック大会より

●功労賞推薦
・鶴岡　　明 （医事委員会推薦）
・塩野　　潔 （医事委員会推薦）
・馬場　典成 （４種委員会推薦）
・筑井　信夫 （女子委員会推薦）
・深澤　晴男 （西部地域協議会推薦）
・桜澤　克幸 （北部地域協議会推薦）
・レジスタFC （全日本少年サッカー大会優勝）
・浦和レッドダイヤモンズユース（J ユースカップ優勝）

２０１６ SFA Ａ級/Ｂ級コーチ 受講予定者一覧
各選考を経て、下記の皆さんが埼玉を代表して受講することに
なりました。
Ａ級　大野　恭平（大宮南高校）
　　　下山　　薫（浦和レッズレディースユース）
Ｂ級　小林　　学（浦和西高校）
　　　柳原　貴好（大東文化大学）
　　　石川　崇裕（クーバーコーチング）
　　　守田　　亮（小川高校）
　　　大野　隆志（成徳深谷高校）
　　　柏　　剛史（浦和東高校）
　　　福島　　厳（越ヶ谷高校）
　　　山崎　雄一（上尾かしの木特別支援学校）
　　　黒岩　宏明（西武台高校）
　　　川北　博康（松伏高校）
　　　大西　浩人（志木高校）
　　　滝口　陽介（蓮田松韻高校）
　　　稲葉　尚哉（羽生西中）
　　　長　　正規（アスルクラロ八潮）
　　　持田紀与美（東京国際大学・女子）※ レッズコース
　　　田中　靖二（越谷西中）※ レッズコース
　　　川上　潤也（若狭スポーツ少年団）※ レッズコース
　　　鈴木　和也（戸田南スポーツ少年団）※ レッズコース
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冬開催となって初の大会となった全日本少年サッカー大会。こ
こで初優勝を成し遂げたレジスタFCの金杉伸二代表に東島雅
之４種委員長が話を聞きました。

昨年、「対応」できずに敗退
東島　今回は本当におめでとうございます。また、ありがとうご
ざいました。
金杉　こちらこそ、鹿児島まで来ていただき、ありがとうござい
ました。「どこにいらっしゃるかな」と思いながら、試合をしてい
ました（笑）。
東島　さて、このチームは期待していた年代だったのでしょう
か？
金杉　今、高校年代で活躍している選手たちを見ても、当時で
も全国大会優勝を目指せる選手は揃っていたと思います。今回、
全日本少年サッカー大会には３年連続３回目の出場でしたが、こ
れまでのところで積み重ねたものがあり、チームとしても成長し
てきたと思います。
　今の子どもたちを見ても、そういうことを感じています。昨年
度は柏レイソルに負けてベスト４に終わっただけに、今年は「そ
れ以上の成績を」という気持ちを持って、優勝することを現実的
に捉えていましたね。
東島　その気持ちが叶っての優勝だったと思いますが、昨年と
違う面があればどういうところだったでしょうか。
金杉　昨年は“多様性”が無かったと思います。レイソルに思って
いる以上に走られてしまい、対応できませんでした。立て続けに
２失点してしまい、１点は返したのですが、逃げ切られてしまっ
たのです。昨年のチームは失点が少なく、各大会では無失点で
優勝していたものですから、失点慣れしていませんでした。そう
いうチームですから、点を取られたときのダメージが大きかった
ですね。
　メンタルを切り替えられれば。あの場面でベンチからあれこれ
言っても伝わりませんでした。声のかけ方は考えさせられました
ね。精神的に落ちなければ、２失点目は防げたでしょうから、０
対１からなんとか追いついて同点として延長まで行けば、また変
わっていたと思います。こういう積み重ねが、今回の結果に繋が
ったのではないでしょうか。
東島　コーチが「こうしよう」と言っていたことが、失点などで
予定が狂った場合は子どもたち自身で考えてプレーしなければ
なりませんね。「個」としての判断力が問われます。
金杉　そう思います。ですから、ウチでは「これがすべてだ」と
いう指導はしていません。「これがいい」「これが悪い」ではなく、
繰り返しになりますが“多様性”なんです。子どもたちがプレー
するすべてが正解で、すべてがサッカーですからね。
　例えば、ボールを保持することがすべてだ、という考え方もあ
ります。逆に縦に速く、ワイドを徹底して突くという考え方もあ
ります。こちらの考え方は考え方としてあったとしても、相手が
あるものです。向こうはやってくることが違いますから、その中
で一つでも歯車が狂ったときに、「こうしよう」という狙いは終わ

ってしまうのです。
　こちらが繋ぐことも、早くボールを動かすことも、相手に対し
てどう対応するかということではないでしょうか。相手が縦にパ
スを積極的に入れてくるのであれば、それに対してどう対応する
のか。「だったら、こうしよう」という考えを持つことは大事なこ
とだと思っています。もちろん、リアクションサッカーにはなり
すぎない程度にしないといけません。大会を通じて子どもたち
を見ていて、「だったら」ということが、少しずつ考えられるよう
になったかなと思いましたね。
東島　時期的に変化を感じられるようになったのはいつですか？
金杉　４種選手権の時期だったと思います。毎年、１２月頃になる
と子どもたちと「今、ピッチ上で何が起こっている？」というよう
な話ができるようになります。子どもたちと対等ではありません
が、一緒に考えられるようになるんです。ですから、この全少が
夏のままだったら、そこまでは行っていなかったかもしれません
ね。言えることは、冬になったことで、密度の濃い内容となり、
大会になったということです。
東島　やはり子どもたちは、夏から秋にかけて成長するもので
すね。
金杉　そう思います。みんなで取り組んでいるのは、ハードワー
クと切り替えの速さです。その上で子どもたちの中から「どうや
って勝つか」という会話が出て来るんです。そこで思うのは、今
回のチームはこちらが一言言った言葉に対しての共通理解度が
高かったですね。コーチ陣の中で「今のは伝わったかな？」と思
ったことでも、わかってくれていましたからね。

「今年勝てなかったら、申し訳ない」
東島　さて、全少の１次ラウンドの初戦は YF 奈良テソロでした
ね。
金杉　奈良には先制点を奪われてしまい、流れが悪かったですね。
ハーフタイムに修正点を伝えて、後半に入ってショートコーナーか
ら同点にしました。そんなトレーニングしたことなかったのですが

（苦笑）。相手を揺さぶるようなことはしていないんですよ。
東島　そうであれば、子どもたちだけの判断だったわけですね。
素晴らしいじゃないですか。
金杉　ありがとうございます。結果論ですが、終わってみたら奈
良はベスト８に入りました。失点後も硬いままで負けてしまった
り、ドローだったら、１次ラウンドで敗退していたかもしれませ
ん。
東島　そう考えると、奈良を相手に苦しんだ分、後の試合では
よかったんですね。ハーフタイムには、どのような話をしたんで
すか。
金杉　「大丈夫、（点は）取れるから」と。失点した原因の追究は
しなかったですね。ただ「いいよ」ばかりでもダメなんですよ。
東島　指導者の言葉は難しいですね。
金杉　伸びるきっかけにもなるし、やる気をなくすきっかけにも
なる。そこは紙一重です。言葉は、子どもの性格を見てですね。
東島　褒める言葉のほうが、比重としては大きいのでしょうが。
　さて、１次ラウンドは１位で通過して、ベスト１６では横浜Ｆ･
マリノスと対戦しました。先制したので「行けるな」と思ったら追
いつかれてしまって。それでも冷静に２点目を奪って逆転しまし
た。
金杉　最初はすごく押されてしまい、それをしのいで先制したの
で「このまま逃げ切れるか」と思ったら、一瞬集中が切れたとこ
ろでやられてしまいました。それでもアディショナルタイムにス
ローインからの流れで得点することができました。
東島　途中、ポストに当たったシュートは惜しかったですね。あ
れが入っていたらよかったのですが、最後の最後で決めてくれま
した。
　次の柏レイソル戦は、PK戦で決まりましたが、いいプレーも
多かったし、守備もよかったと思いました。

“多様性”を目指しての優勝〜レジスタＦＣ、全少初優勝！

金杉監督（右）と東島委員長（左）
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金杉　レイソルは動いてくるんです。特に後ろの選手が両サイド
を追い越して上がっていくんです。これは去年の反省としてわか
っていたのですが、先に失点してしまいした。でも、すぐ同点に
できたのがよかったですね。シュート数はウチが多かったのです
が、結果的に同点から PKでした。
　実はこの１年でよく試合をしていたんです。でも負けることが
多かったので、子どもたちには「今まで負けて来たんだから、今
日は勝つしかないよ」と言って送り出しました。とにかく、厳し
い組み合わせでしたね。
東島　ちなみにベスト１６には、関東勢は栃木以外全部残ったん
ですよ。関東のレベルの高さを改めて感じました。
金杉　優勝候補と言われたマリノス、レイソルに勝って抜けたん
ですが、プレッシャーも大きくなりましたね。元々、埼玉代表と
いうプレッシャーもありましたし、かつ３回連続で代表になりま
したから「今年勝てなかったら、申し訳ない」という気持ちもあ
りました（苦笑）。
　ベスト４となり、初めて対戦する兵庫 FC でしたが、雰囲気と
いうか流れができあがってきたような気がしました。お互い知ら
ないこともあってか、両チームとも良さは出し合えたと思います。
早い時間に得点できたので３対０で勝ちましたが、一歩間違えば、
逆の結果になっていたかもしれません。
東島　そして、鹿島アントラーズとの決勝ですね。
金杉　決勝は準決勝と対照的に、相手のいいところを消し合う
ような展開でした。どうしてかというと、１ヵ月に一度はやってい

る相手なので（苦笑）、顔も名前もわかっています。だからウチ
のエースは、相手のセンターバックにずっと付いて回られたので
何もできませんでした。
　後半に入っても０対０で、お互い動けなくなる中、延長に入っ
て PK 戦まで行くのかなと思っていたところ、フリーキックをも
らったんですね。直接狙ったんですが、ゴール前でゴチャゴチャ
した中でコースを変えて浮かして先制。子どもたちの発想でした
ね。
東島　あれっ何で入ったの？ と思ったゴールでした。
金杉　あのフリーキックのときだけ、ウチのエースへのマークが
外れたんです。あのときだけ、空いたんですよ。
東島　センスがあるんですね。
金杉　日頃の積み重ねだと思いますが、常にダイレクトで流し込
むようなイメージを伝えていたところ、あのときは「これしかない」
というプレーを見せてくれました。結果的に２対０で勝てたのは
よかったです。

「変えないと」
東島　レジスタさんは粘り強かった。ちょっとした失点にも動じ
ないし、焦らない。目の前のプレーに集中して球際に厳しく、寄
せが早い。周りがよく見えていると思います。
金杉　そういうチームでありたいと思っているだけですよ。
東島　練習環境の違い、土と人工芝との違いは関係あると思い
ますか。

決勝　レジスタ FC vs 鹿島アントラーズ

準々決勝　レジスタ FC vs 柏レイソル準決勝　レジスタFC vs 兵庫 FC

写真提供：学研ストライカーDX
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ＳＮＳを始めますか？
荒川　お忙しいところ、お集まりいただき、ありがとうございま
す。会議の流れからの座談会で慌ただしいのですが、よろしく
お願いします。
　今日のテーマは「情報発信」についてというよりも「交流」、も
っと SFA を身近に感じていただきたいという趣旨で行いたいと
思います。そこで以前から話題に上っている SNS について、ご
意見を伺いたいと思います。

友清　２年前から話題に出ていますが「やらない」という方向で
したよね。
荒川　持ち帰って、ミッション委員会で提案しましたが「もっと
しっかりウェブサイトの運営をしてほしい」と意見されました。
　今回、また内部に提案しますが、SFA としてというか、「広報
委員会」で始められればいいのではないかと考えています。
戸苅　例えば、子どもたちの父兄に集まっていただき、そこでニ
ーズを引き出したものが Facebook、Twitterということであれ
ば、いいのではないでしょうか。多分、望まれていると思います
し、父兄の皆さんは様々なサイトにアクセスしています。
　ある父兄向けのサッカーのウェブサイトがありますが、主催
するイベントに７,０００人も集まるんですよ。そのウェブサイトは、
サッカーをしている子どもたちではなく、父兄に役に立つサイト
を目指しているんですね。こういうものが成立している時代に、
SNS をやるかやらないか——やることになるのは時間の問題だ

参加者
荒 川 裕 治（広報委員長）
友 清　  創（委員／埼玉新聞社）
戸 苅 　 淳（委員／浦和レッズ）
小 沼 航 士（委員／大宮アルディージャ）
田 口 和 生（次年度委員／大宮アルディージャ）

「知りたい情報を的確に伝えることで『繋がる』ことができる」
〜広報委員会座談会〜

「知りたい情報を的確に伝えることで『繋がる』ことができる」
〜広報委員会座談会〜

金杉　あると思いますね。特にスライディングの技術は土のグラ
ウンドだと身につけられないかもしれません。ただ、意識を持
たせることが一番です。
東島　西部地区の決定戦は土のグラウンドなのですが、勝ち上
がったチームが決勝大会の芝のグラウンドでいいプレーを見せて
くれるのです。「こんなに上手かったっけ？」と思うくらい。もっ
と芝のグラウンドがあればいいのですが。
金杉　私自身、各年代で選抜チームに選ばれ、毎年のようにヨ
ーロッパへ行っていました。そこで「負けた」と感じたのは、芝
の上を滑らすようなキックとスライディングのタイミングと距離で
した。芝は常に濡れている状態ですしね。彼らは生まれたとき
から天然芝の上でプレーしています。このハード面の違いは追い
つけないですね。
　そこで日本ですが、土のグラウンドで試合をするときには「ボ
ールから目を離すな」と言っています。どんなバウンドをするか
わかりませんからね。でも、天然芝や人工芝のときには「ルック
アップしよう」「ボールを見ないでプレーしよう」と。天然芝だと
勝手にボールが浮いてくれますが、土はそうはいきませんのでわ
ざと「浮かしていいよ」と言うんですよ。
東島　先程の“多様性”ですね。
金杉　そうなんです。グラウンドの状態によって変えないといけ
ません。代表レベルでの試合でも、環境によって変えざるをえな
いんですから。
　そう考えると、埼玉は“多様性”がありますよね。
東島　みんながパスサッカーに向かっていますが、相手によって
は臨機応変さが必要ですね。
金杉　埼玉には、それを認めてくれる土壌があります。
東島　例えば、他県の人たちから「あんなサッカーやってもつま
らない」と言われるんだけれど、でも勝っているのはどちら？と
いうことは多々あります。
金杉　僕らは、各チームの「いいな」を吸収してここまで来ました。

「こういうサッカーしないと、こういう選手は生まれない 」とい
う話をよく耳にしますが、例えば鹿児島実業はフィジカルの強さ
で知られていますが、そのチームからポゼッションサッカーを体
現できる遠藤保仁（ガンバ大阪）、日本有数のテクニシャンであ
る松井大輔（ジュビロ磐田）が出て来ています。「繋げと言われれ
ば繋ぐけれど、勝つならば『こうでしょ』」というものを持ってい
ます。超越できるんです。
東島　どうしても、代表もそうだけれど、指導者は枠や型には
めたがります。そこで“多様性”なんですね。

　ゴールに向かっていく選手に出て来てほしいと思っています。
レジスタの選手たちは前に行っていますからね。選手個人で一
番いい選択ができるようになればいいんです。
金杉　１１歳、１２歳になると適正のポジションが見えてくるんです
ね。現時点ではスピードのあるなしはありますけどね。今、高校
や大学で活躍している子どもたちを見ていると大幅なコンバート
ってないんですよ。よくやるのが、Ｊリーグの選手たちの中でな
んとなく似ている選手の映像を見せて「こんな選手になるといい
ね」と声をかけたりしています。
東島　イメージできるからいいですね。そういう目標というか、
ある選手像を見せて自覚させるというのも一つの方法ですね。
　さて、話が長くなりました。改めておめでとうと言わせてくだ
さい。
金杉　ありがとうございます。ただ、まだ「日本一になった」と
いう実感が無いんです（苦笑）。今年がとりわけよかったという
世代でもありませんでしたし。メディアで紹介していただくたび
に「球際」「切り替え」の話をしてきましたが、僕らとしてはそう
いうことはユニフォームやスパイク、すね当てを用意するのと同
じこと、当たり前のこととしているだけなんです。
東島　トレーニングの中でできているということですか。
金杉　常識のレベルを上げられれば「そんなの当たり前」という
話になるんですよね。だから、僕らは上げて行きたいと思ってい
るんです。
東島　埼玉の中でさらにがんばってください。
金杉　埼玉の中で切磋琢磨していきたいです。これからもよろし
くお願いします。

優勝を決めたレジスタ FC



No.81 2016.3.20 ● Wonderful Saitama

● 5

と思います。
小沼　お子さんが２種から４種のかけての父兄は、とにかく拡散
力があります。共通のハッシュタグを入れてもらうだけで、すご
いことになると思いますよ。
荒川　#saitamafa とか、#sfa とかを文末に入れてもらうとい
うことですね。
小沼　そういうことです。検索も簡単ですから、知らない人同士
で交流することができるんです。
友清　後は SFA のウェブサイトにどうリンクさせるかですよね。
戸苅　公式記録をアップ
するのには時間がかかる
から、SNS は結果だけ
でいいんですよね。とに
かく、結果をいち早く知
りたいわけですから。
荒川　その次の段階とし
て、詳細がわかればいい
んですね。そこはウェブ
サイトで確認していただ
くということにすればい
い。
戸苅　ページビューはど
のくらいですか？
荒川　６０〜８０万ビュー
と聞いています。
　ウェブサイトの話にちょっと触れますが、トップページで土日
の県内のスケジュールがわかるようになるだけでも違うと思って
います。
戸苅　プレーヤーが試合に来てくれないのが厳しいんですよ。
友清　我々の立場だと大会が多すぎて、すべての試合を観るこ
とができていないですね。
小沼　確かに、試合を追いきれていないですよね。
戸苅　駒場サッカー少年団の頃、よく「見に行け」って言われ
て、当時の大宮サッカー場にキリンカップなどを観に行ったも
のですよ。
友清　子どもたちこそ、試合は観たほうがいいですよ。そういう
繋がりを作っていきたいですね。レッズ、アルディージャ、そし
て SFA が一つに繋がってくれるといいと思います。今はまだバ
ラバラですよね。
荒川　もちろん、レッズとアルディージャだけでなく他のチーム
ともっと繋がる必要性があると考えています。
戸苅　それが埼玉新聞にも繋がるといいんですよね。
友清　その通りです（笑）。

それぞれの情報発信
友清　レッズ、アルディージャとも、育成部門の試合に関して、
どこまで情報発信していますか？
戸苅　メンバーとか、かな。
小沼　うちの場合だと、コーチがメンバーと得点をメールでくれ

ます。
戸苅　アルディージャは
全部出ていますね。
小沼　現場のコーチが送
ってくれるんですよ。
戸苅　ウチはやっと見や
すくしましたが、そこま
ではなかなか。
友清　埼 玉 新 聞 はピッ
クアップして紹介してい
ま す。 昔 は 各方 面 から
FAX をいただいていま
したが、今は少なくなり
ました。システム化され
るといいのですが。

小沼　待っている人がいるんですよね。
友清　知りたい人がいるんです。
田口　高校時代、埼玉新
聞に結果が出たのはうれ
しかったですよ。今でも
掲載されれば、うれしい
と思うんですけどね。
友清　 出 た ん で す ね

（笑）。サッカーは種別連
盟によって、対応がバラ
バラです。最近、やっと
大学連盟から来るように
なりましたが、社会人連
盟には、もっと関わって
いた だきたいと思いま
す。記録を発表すること
を徹底するだけで、すご
い情報量になりますからね。
荒川　SFA主催大会の情報発信については、財務委員会と連携
して整理していきたいと思います。

メンバー以外への発信
戸苅　あとは「またサッカーをやりたい」という人向けの情報が
ほしいですね。高校、大学までやっていたけれど一度止めて、ま
た始めたくなったという人用に。サッカーを楽しむクラブが検索
できるようなこと、できませんか？
友清　社会人連盟の情報発信ですよね。県の１部、２部がどう
なっているか。
荒川　ならば、市町協会レベルからの情報も含めてですよね。
戸苅　大手の飲食サイトのようにフォーマットがあって、それぞ
れのチームが入力していくという情報発信ができるといいと思い
ますね。
　どうしても、サッカーをやっている人に、また登録メンバーに
フォーカスを当ててしまうのですが、サッカーをやっていない人
にやってもらうという考え方も必要だと思います。健康志向もあ
り、サッカーをやってもらう仕掛けというのは必要だと思います。
運動できる場の提供も検討すべきではないでしょうか。

友清　生涯スポーツとし
てはマラソン が人 気 で
す。東京マラソンに刺激
さ れてか、最 近 県 内 で
もジョガーが多いですよ
ね。
　サッカーは 11 人が揃
わないとできないから難
しいけどフットサルなら
ば、という声もあります。
もっと手軽にできるとい
うことをアピールする必
要性もあるでしょう。ま
たそこから、１１人のサッ
カーをやろうという話に

もなるでしょう。
荒川　サッカーを通じて、コミュニティを作っていこうというこ
とですよね。それが観る人たちが繋がり、父兄たちが繋がり、
チームとそこに入りたい人たちが繋がり、そしてサッカーをやっ
たことのない人たちとも「気軽にやろうよ」と繋がる。そういう
媒体が必要だということでいかがでしょうか。
　また、広報委員会が種別を超えるのはもちろん、サッカーファ
ミリー以外の皆さんとの窓口になっていく必要性を改めて感じま
した。
　最後になりましたが、小沼さん、ありがとうございました。引
き続き、アルディージャは田口さんにお願いしたいと思います。
また二年間、よろしくお願いします。

友 清  創  氏

戸 苅  淳  氏

小 沼 航 士 氏

田 口 和 生 氏
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優勝　昌平高校

優勝　レジスタ FC［A］

決勝　昌平高校 vs 本庄第一高校

準優勝　大宮アルディージャジュニア

決勝　レジスタ FC［A］vs 大宮アルディージャジュニア

２種・高校
平成２７年度埼玉県高校サッカー新人大会
２月６日〜２０日　川口青木町公園陸上競技場他

※昌平高校が優勝

大会記録●県内大会
１種・社会人
平成２８年度彩の国カップ埼玉県サッカー選手権大会
埼玉県社会人サッカー連盟会長杯
１月１０日〜３月６日　熊谷スポーツ文化公園他

※FC TIUが優勝

１種・大学
平成２８年度第２１回彩の国カップ大学代表決定戦
２月２１日〜３月６日　熊谷スポーツ文化公園他

３種・クラブ
第２５回埼玉県クラブユース（Ｕ−１４）サッカー選手権大会
１２月１２日〜１月３１日　NTT志木グラウンド他

※FC GRANDEが優勝

４種
第１０回埼玉県第４種新人戦
２月１４日、２１日　東松山陸上競技場他

※レジスタFC［Ａ］が優勝

正智深谷

武蔵越生

聖望学園

武南

花咲徳栄

市立浦和

熊谷西

昌平

浦和東

春日部東

国際学院

ふじみ野

本庄第一

埼玉栄

浦和南

西武台

昌平
02

1

2

0

2

6

1

3

1

2

1

2

0

2

1

2

3

1

3

0

10

1

1

0

3

6

0

4

3

5

4
PK

レッズ

クラブ与野

武南Jr

ラホージャ

クマガヤSC

GRANDE

FESTA

LAVIDA

アルディージャ

コルージャ

ペレーニア

カリオカ

ディプロマッツ

ACアスミ

FC深谷

所沢Jr

GRANDE
01

13

2

1

0

1

3

0

3

1

2

0

5

0

1

0

3

1

0

1

0

2

2

2

1

0

3

0

2

0

4

2
PK

大宮アルディージャジュニア

１FC川越水上公園

白岡南サッカースポーツ少年団

はくつるフットボールクラブ

原点FC

江南南サッカー少年団

　

東松山南サッカースポーツ少年団

レジスタFC［A］

ローズフットボールクラブ

NU広谷サッカークラブ

エクセレントフィートFC

ALAD’ORO

レジスタFC［B］

 
レジスタ［A］

40

4

1

2

0

1

0

1

0

1

2

0

2

4

0

0

6

1

7

4

0

1

0

3

0

4

0

0

3

東松山ペレーニア
フットボールクラブジュニア
戸塚フットボールクラブ
ジュニア

東スポーツセンター
少年サッカークラブ

東京国際大学
獨協大学

駿河台大学
尚美学園大学
埼玉工業大学
平成国際大学
芝浦工業大学

共栄大学
文教大学
埼玉大学
城西大学

東京国際大学

平成国際大学

1

2

1

4

1

0

3

1

11

0

0

3

3

0

2

3
1

1

7

6
PK

第１代表

第２代表

15

さいたまSC
与野蹴球会

FC西武台
川高蹴球会

クマガヤSC
越谷FC

鴻巣ラホージャFC
児玉町SC

ACアルマレッザ飯能

大成シティFC坂戸

S・F・C

FCドルフィンズ

Aventura Kawaguchi

大里FC

GOODNESS SC

東京国際大学Happiness

FC TIU

FC TIU

2

2

1

3

3

0

0

10

0

1

2

0

1

1

2

3

0

7

2

1

2

0

0

1

2 3

0

2

1

3

0

6

3

4
PK

6
7
PK

5

4
PK
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優勝　浦和尾間木サッカースポーツ少年団

決勝　浦和尾間木 vs 江南南

優勝　久喜高校

準決勝　浦和尾間木 vs 新座片山 FC

決勝　久喜高校 vs 花咲徳栄高校

準優勝　花咲徳栄高校

準決勝　江南南 vs 大里 FC

４種・少年団
第４４回埼玉県サッカー少年団中央大会
１月１７日〜２月７日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※浦和尾間木サッカー少年団が優勝

女子
平成２７年度高校女子サッカー新人戦
１月３１日〜２月１３日　東京国際大学グラウンド他

※久喜高校が優勝

第３回埼玉県女子Ｕ−１４新人戦サッカー大会
１月１１日〜２月７日　戸田市惣右衛門グラウンド他

※浦和レッズレディースジュニアユースが優勝

４種・少女
第１回埼玉県サッカー４種少女チーム新人大会
２月２１日、２８日　毛呂山町大類グラウンド

※優勝はSEフィリアFC

川越福原SCスポーツ少年団

大宮東FJCスポーツ少年団

江南南サッカー少年団

 

大里FC・Jr

高階イレブンス

FC宮代東

旭サッカースポーツ少年団

寄居フットボールクラブ

上尾NEO FCスポーツ少年団

 

ダイナモ川越東FC A

久喜東FC

大沢北FCスポーツ少年団

 
浦和尾間木
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5

1

上尾大石サッカー
スポーツ少年団

浦和尾間木サッカー
スポーツ少年団

新座片山FC
スポーツ少年団 A

新座片山FC
スポーツ少年団 B

本庄第一

浦和実業

松山女子

埼玉平成

花咲徳栄

熊谷女子

浦和西

川口総合

入間向陽

浦和一女

市立浦和

山村学園

久喜

明の星＋大妻嵐山

昌平

南稜

久喜
10

0

1

0

1

4

0

0

6

8

0

0

4

10

0

0

8

4

0

2

1

2

1

4

0

3

1

2

1

1

2

7

1

1

0

0

3

0

1

0

1

6

0

0

4

FC熊谷プレシオッサ

戸木南ボンバーズFC

十文字ベントスJrユース

白岡SCL

大宮FC

エルフェン埼玉マリ

熊谷リリーズカサブランカ

浦和レッズレディースJrユース

浦和レッズ
レディースJrユース

3

1

0

3

1

3

0

9

宮原サッカーガールズ
久喜ガールズ
狭山女子FC

大宮日進SSレディース
上福岡少年少女K.SC
戸塚FCガールズ
吉川L.キッカーズ

　
浦和ラッキーズFC
SEフィリアFC

上福岡サンダース
FC熊谷プレシオッサ
川越女子ジュニアSC
TSガールズ
FCなめがわサッカー少年団
東大宮エンジェルス
熊谷リリーズ少女SC
桶川クイーンズ少女SC
SC和光ベレーザ
吉見エスカーラFC

SEフィリアFC
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FCバルセイロ毛呂山
レディースジュニア
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インフォメーション
●JFAキッズ（U−６）サッカーフェスティバル in 埼玉
スタジアム
　１月３１日に埼ス
タ第３グラウンドに
て、キッズフェステ
ィバルが開催され
ました。６９チーム、
８０７名もの子ども
たちが一生懸命に
ボールを追いかけ
ていました。この
中の一人でも多くの
子どもたちがスポーツの楽しさ、さらにはサッカーの面白さを知
り、小学校に上がったらサッカーを楽しんでくれることを願って
います。越谷西高校サッカー部の皆さん、お手伝いをしていた
だき、ありがとうございました。

●JFAレディースフェスティバル２０１５in 埼玉スタジアム
　２月２１日、埼スタ第４グラウンドにて、レディースフェスティバ
ルが開催されました。高校生から一般まで３０名の参加がありま

　年度末の多忙な時期ですが、サッカー界もシーズン前に慌ただしさが増
しています。特に埼玉では３月２４日、２９日と立て続けに「サムライブルー」
が挑むワールドカップ予選があり、落ち着かない日々が続いています。
　そんな中、「なでしこジャパン」がリオデジャネイロ五輪のアジア地区
予選で敗れるという波乱がありました。間違いなく、日本の女子は世界
のトップレベルなのですが、だからといって必ずしも世界大会に出場で
きるものではないということを思い知らされました。フットサルの日本
代表もワールドカップ出場を逃しました。日本だけでなく、アジアも世
界も進化し続けています。連続して出場し続けることがいかに困難で、

編 集
後 記

●決勝トーナメント

※優勝は神奈川県TC U−１２。埼玉県選抜は準優勝、埼玉県４TC選抜は５位。

４種・少女
少女サッカー都県チーム関東・東北交流大会２０１５
１月１６日、１７日　吉見町ふれあい広場陸上競技場

●順位決定戦
優勝決定戦 埼玉ホワイト ０−０ 茨城
  （２PK１）

７、８位決定戦 福島 ３−２ 埼玉レッド

※埼玉県選抜は２年ぶり１０回目の優勝

神奈川県TC U－１２

東京都U－１２選抜ブルー

千葉県TC U－１２ブルー

埼玉県選抜

神奈川県TC U－１２

5

1

0

2

2

　

0

フットサル
第２１回全日本フットサル選手権大会関東大会
１月３０日、３１日　駒沢オリンピック公園総合運動場体育館他

１回戦 烏天狗インペリオ浦和FC １−６ 三榮不動産FC宇都宮
※優勝はコロナFC権田

２０１６トリムカップ第８回女子選抜フットサル関東大会
２月６日、７日　大田原市県北体育館他

１回戦 千葉県 １−１ 埼玉県
 （３ＰＫ２）

※優勝した東京都と準優勝の千葉県が本大会へ出場する

順位

１

２

３

４

勝

４

２

１

１

分

０

１

２

１

負

０

１

１

２

得点

１６

６

５

１

失点

０

５

２

５

差

＋１６

＋１

＋３

－４

勝点

１２

７

５

４

５ ０ ０ ４ ０ １６ －１６ ０

Aブロック

埼玉パロミーナ ホワイト

Fairys F.C

神奈川ユナイテッド

福島県選抜

群馬県トレセン女子U1２

順位

１

２

３

４

勝

４

１

１

１

分

０

２

２

０

負

０

１

１

３

得点

１５

５

５

１

失点

２

７

７

８

差

＋１３

－２

－２

－７

勝点

１２

５

５

３

５ ０ ２ ２ ３ ５ －２ ２

Bブロック

茨城tiara U－1２

千葉ユナイテッド

武田消毒ジェイドFC

埼玉パロミーナ レッド

FCサリスタ秋田レディース

●予選リーグ

大会記録●県外大会
第２６回関東選抜少年サッカー大会
２月２７・２８日　茨城県ひたちなか市総合運動公園

順位

１

２

３

４

勝

２

２

１

０

分

１

０

０

１

負

０

１

２

２

得点

１２

４

６

２

失点

４

５

９

６

差

＋８

－１

－３

－４

勝点

７

６

３

１

B　組

埼玉県４TC 選抜

千葉県TC U－１２ブルー

岩手県TC U－１２

秋田県TC U－１２

順位

１

２

３

４

勝

２

２

２

０

分

０

０

０

０

負

１

１

１

３

得点

１２

１１

６

３

失点

８

７

４

１３

差

＋４

＋４

＋２

－１０

勝点

６

６

６

０

F　組

埼玉県選抜

栃木県TC

宮城県選抜

千葉県TC U－１２ホワイト

●予選リーグ

●決勝リーグ

順位

１

２

３

勝

２

１

０

分

０

０

０

負

０

１

２

得点

８

３

３

失点

１

６

７

差

＋７

－３

－４

勝点

６

３

０

２　組

東京都U－１２選抜ブルー

埼玉県４TC 選抜

栃木県TC

順位

１

２

３

勝

２

１

０

分

０

０

０

負

０

１

２

得点

５

２

１

失点

２

２

４

差

＋３

±０

－３

勝点

６

３

０

４　組

埼玉県選抜

茨城県TC U－１２

横浜TC

した。午前中は木原
梢さん、北本綾子さ
ん、矢野喬子さんと
いう元浦和レッズレ
ディースの皆さんによ
るサッカークリニック
を行い、午後は交流
戦で楽しんでもらい
ました。参加者から
は「また参加したい 」
という声が多く聞か
れました。継続していく普及事業ですので、多くの女性の皆さん
の参加をお待ちしています。

●「シーズン開幕前研修会」開催
　審判委員会では、３月５日にシーズン開幕前研修会を開催しま
した。競技規則テストから始まり、各担当者からのプレゼンテ
ーションなど、２０１６年シーズンを前にした確認が行われました。
なお、審判委員会ではレフェリートレセンを行っています。どなた
でも無料でご参加いただけて事前のお申込み等も不要です。ぜひ
多くの審判員、インストラクターの方のご参加をお待ちしておりま
す。日程につきましては、公式ウェブサイトでご確認ください。

かつすごいことかを誰もが痛感しているのではないでしょうか。
　さて、浦和レッズがＡＣＬに参加しています。Ｊリーグと平行してアジ
アの強豪チームと戦っています。レッズを見ていると、常に他クラブより
も一歩先に行かなければならないという使命感を担っているように感じ
ます。日本を代表するクラブですから、当たり前といえば当たり前ですが

「世界と戦うには」という意識は、プロの世界だけでなくアマチュアの皆
さんにも育成年代の指導者にも学ぶべきものが多いと思います。皆さん、
忙しいとは思いますが、埼玉で「世界」を意識した戦いを見ようじゃない
ですか。ワールドカップ予選、ＡＣＬにいらしてください。（荒川）


